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研究要旨 

 本研究では、笑い等のポジティブな心理介入を効果的に行うために、地域の「笑い」の実態に

ついての質問紙調査を実施した。沖縄県 K 村において、笑いの調査を実施した結果、声を出して

ほぼ毎日笑う者の割合は 33.8％、週に 1～5 回程度の者は 47.7％であった。他地域の調査では、

年齢が若い者ほどよく笑う傾向にあったが、性・年齢別に検討した結果、沖縄地域では最もよく

笑うのは、70 代女性であり 46.5％の者が毎日声に出して笑う回答した。男性では、60 歳代が最

も高く、36.7％が毎日声に出して笑うと回答した。 

加えて、ポジティブな心理要因の一つとして楽観性志向と健診受診行動の関係を検討した。 

ポワソン回帰分析による解析の結果、男性・女性ともに、楽観性志向が強い者で、健診受診

行動の RR がより高い傾向が示された。  

 

Ａ．研究の背景と目的 

本研究では、笑い等のポジティブな心理介

入が生活習慣病の発症・重傷化予防に与える

影響を検討するために、笑いについての実

態調査を沖縄地域において行った。沖縄地

域においては、中高年層の早世率の上昇と、

生活習慣病指標の悪化が課題となっており、

糖尿病についても新規透析導入率が全国平

均の 1.9 倍（日本透析学会,2014）と高い状

況が指摘されている。今後、ポジティブな

心理介入等による生活習慣病の発症予防・

重症化予防は重要であり、そのための効果

的な方策検討が求められていると考えられ

る。そのため、本研究では、今後の検討の

ためにポジティブな心理要因についての質

問票調査を行い、実態把握を行った。 

加えて、ポジティブな心理要因と生活習

慣の関係を検討するため、保健行動の一つ

として健診受診行動を取り上げ、楽観性志

向と健診受診行動との関係について検討し

た。楽観性志向については、先行研究で総

死亡や虚血性心疾患、動脈硬化の進行等と

の関連が示されている。Giltay らの研究で

は、10 年間の追跡調査の結果、ベースライ

ン時の楽観性志向の高い者で、死亡リスク

が低い傾向が報告されている(Giltay, 

Geleijnse, et al, 2004）。また、米女性

95,000 人を 8 年間追跡した結果、ベースラ

イン時調査で、楽観的傾向の高い人では、

CHD の発症・死亡のリスクがそれぞれ低い

傾向が示された。総死亡リスクについても

楽観的な人で、より低い傾向が示された 

(Tindale et al. 2009)。加えて、3 年間の

追跡調査の結果、女性の動脈硬化の進行と、

ベースライン時の悲観的・楽観的性格傾向

についても関連が認められた。動脈硬化と

心疾患の予測因子として、動脈内膜肥厚を

測定した結果からも、悲観的性格傾向の者

で動脈内膜が厚い傾向が報告された

（Mathews et al.2004）。冠動脈バイパス

手術後の再入院率が、術前の楽観性志向が

高い者で有意に低い傾向も示されている

（Scheier et al. 1999）。  

しかし、健康行動のレベルでは、予防因子

の一つとして考えられる、健診受診行動と楽

観性志向についての検討を行った報告は限
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られている。本研究では、個人の内的心理資

源として楽天的性格傾向と、生活習慣病の予

防にもつながると考えられる健診受診行動

に着目し、関連性の検討を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

本研究では、沖縄県 K 村（15,790 名）にお

いて、性別・年代別による層化抽出を行い、

1,600 名の地域住民に対して、質問票による

郵送法による調査を実施した。回収率は

30.3%（N=515）であった。調査は、まちづく

り計画のための調査の一環として行い、「笑

い」の質問を含む、村民の心理的特性や、生

活習慣や健康状態、村づくりについての意見

等を幅広く調査した。 

また、楽観性志向の検討については、沖縄

地域を含む全国地域で調査を行い（J-AGES プ

ロジェクト 2010）、65 歳以上自立高齢者を

対象とした全対象者の 25％に対して、追加質

問票として楽観性志向をはじめとする心理

指標についての調査を実施した。分析対象者

は、J-AGES プロジェクト 2010 対象者、総数

69,698 人（男性 31,716 人（45.5%） 女性

37,982 人（54.5％））の内、楽観性志向の質

問票の回答があった 12,163 人（男性 5,688

人 46.8%、女性 6,475 人 53.2%）を対象

に分析を行った。回答者の内、性、年齢、楽

観性志向に関する質問項目（6 項目）に回答

がなかった者、ADL 非自立の者（83 名）、ADL

に関する記述のない者（203 名）を除く、

11,877 人を分析対象とした。全体の平均年齢

は 74.25（SD±6.47）歳、分析対象者の平均年

齢は 74.12（SD±6.54）歳であった。 

楽 観 性 志 向 の 検 討 に は 、 LOT-R(Life 

Orientation Test-Revised)尺度のうち、

Filler 項目を除いた 6 項目版を使用した（尺

度 range: 6-30）。（平均値 18.92（±2．44）、 

中央値 19）。解析には、健診受診率が 3 割を

超えている事から、ポワソン回帰分析を使用

した。 

 

Ｃ．研究結果 

笑いに関する調査の結果、沖縄県 K 村にお

いては、男性 26.3％、女性 36.6％の者が「ほ

ぼ毎日声を出して笑う」と回答していた。

性・年代別にみると、男性では 60 歳代で「ほ

ぼ毎日声に出して笑う」者の割合が最も高く、

36.7％であった。一方 50 歳代で最も低く、

12.9％であった。女性では、「ほぼ毎日声に

出して笑う」者の割合が最も高かったのは、

70 歳代女性で、46.5％であった。80 歳代以

上で最も低く、33.8％であった。他地域でみ

られた年齢階層が若いほどよく笑っている

という傾向は確認されず、年代別にばらつき

はあったが、中年層よりも、高年層において、

笑いの頻度が高い傾向がみられた。この傾向

は、週１～５回程度の者を含めても同様に認

められた。笑いの傾向について、他地域と異

なる傾向が認められ、今後他の生活習慣との

関連についても解析を進め、健康指標との関

連性を検討する必要性があると考えられた。 

 

加えて、他のポジティブな心理指標として

楽観性志向を取り上げ、生活習慣病予防のた

めの因子の一つと考え、健診受診行動との関

連について検討した。他の生活習慣や社会経

済的背景を考慮した上で、ポワソン回帰分析

による検討を行った結果、楽観性志向の高い

者で、より健診受診行動の RR が高い傾向が

示された。先行研究により関係性が報告され

ている、所得や教育歴等の社会経済的背景や、

他の生活習慣を調整しても結果は変わらず、

うつ等の心理的要因等を調整した結果、RR は

下がったが、楽観性志向が健診受診行動と関

連するという有意な結果が得られた。楽観性

志向を、高群・中群・低群に分けて検討した

結果、楽天性志向が低い群に比べて、高い群

で、健診受診の RR が高く、それぞれ男性で

は 1.38（95%CI:1.09-1.73、女性では 1.40 

(95%CI: 1.10-1.79)であった。加えて、楽天

性志向が 1SD 上昇する毎に、健診受診の RR

が、男性では 1.17 (95%CI:1.05-1.30)、女性
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では 1.19 (95%CI:1.07-1.33)上昇した。検討

したモデルは、年齢、社会経済的指標として、

等価所得、教育歴(model2)、他の生活構成要

因として、婚姻状況、独居・非独居、BMI、

喫煙、歩行時間、外出頻度、飲酒(model3)、

さらに他の心理的特性として、SOC のレベル、

幸福感、うつ傾向(model4)、による影響を考

慮し、調整変数としたが、いずれのモデルに

おいても有意な関連性が示された。 

 

Ｄ．考察 

本研究において、調査地域の実態把握のた

めに、沖縄地域における「笑い」の質問票調

査を行った。沖縄地域は、南国地域であり、

社会的なイメージにおいて、楽観的な性格で

笑う頻度も高いという印象があったが、実態

としては、他地域と比較して、より多く笑っ

ているという結果は示されず、中高年層では

むしろ他地域よりも低い頻度がみられた。男

女差における傾向では、女性の方がより笑っ

ているという傾向は、先行研究と同様であっ

た。しかし、女性では特に 70 歳代の女性が

最もよく笑っているなど、高齢者層において

笑いの頻度に特徴がみられた。調査地域とな

った沖縄県 K 村は、沖縄県内で女性の寿命が

最も長い地域であり、笑いの行動と健康との

関係性についての今後の検討が必要である

と考えられた。  

加えて、全国調査において楽観性志向と健

診受診行動との関係性について検討した。楽

観性志向と健診受診行動についての直接的

に検討した先行研究は限られているが、楽観

性志向の高い者は、飲酒行動や薬物使用にお

いて、リスク認知が弱いことを指摘する先行

研究もある。しかし一方で未来への「希望」

があること（Hope）や「先々に楽しみにして

いることがある」ことが、健診受診行動と結

びつくことを示す先行研究もあり、未来への

希望を持つ事が出来る楽観的な志向が健診

受診と関係することも考えられた。そのため、

楽観性志向と健診受診行動との関連性につ

いて検討を行った。結果として、楽観性志向

の高い者で、健診受診行動をより行っている

傾向が確認された。 

楽観性志向がリスク認識の弱さを介して

健診受診行動を抑制するのか、未来への希望

や未来へのポジティブな思考が未来の健康

状態への投資とも考えられる、健診受診行動

と結びつくのか、細かいメカニズムについて

は、検討の余地が大きいと考えられた。 

また、楽観性志向が高い者で、よりよく笑

う習慣があることも指摘されており、今後性

格レベルでの楽観性志向や、認知レベルでの

ポジティブな心理要因が、行動レベルでの

「笑い」とどのように関連して、生活習慣病

の発症発症や重症化に影響を与えているの

か検討する必要性があると考えられた。より

効果的な、生活習慣病の発症予防、重症化予

防に資する介入の効果を検証するためにも、

複数のポジティブな心理要因の効果を検証

し、人間の健康行動のメカニズムを加味した

効果的な生活習慣病予防のモデルが必要に

なるのではないかと考えられた。 
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